
1 多様化するニーズに対応した安全・安心な石巻市総合運動公園の整備
平成28年度　～　平成28年度　（1年間） 石巻市

・バリアフリー化が必要なトイレ４箇所の改修を実施する。

（H29末）
石巻市総合運動公園の高齢者や乳幼児等の災害弱者が避難できる屋内スペースの収容可能人数

３００人

バリアフリー化が必要なトイレ箇所数の割合

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H26 H27 H28 H29 H30

1-A-1 公園 一般 石巻市 直接 石巻市総合運動公園整備事業 石巻市 250

合計 250

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考

平成29年2月13日

・広域避難地となる防災公園である石巻市総合運動公園の整備により、高齢者や乳幼児等の災害弱者が避難できる屋内スペースを６００㎡以上確保

備考
最終目標値中間目標値

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

効果促進事業費の割合

０人※収容可能施設延べ床面積÷一人当たり避難スペース（２㎡）

１００％ ０％

一体的に実施することにより期待される効果

事業内容
市町村名

交付対象事業

０

（延長・面積等）

Ａ Ｂ Ｃ

全体事業費
（百万円）番号

事業内容
市町村名

港湾・地区名

要素となる事業名

（事業箇所）

要素となる事業名

　　　　　社会資本総合整備計画（市街地整備）

定量的指標の現況値及び目標値

計画の名称
交付対象

（1）安全で安心できる都市づくりを図るため、地震災害、風水害などの自然災害発生時に、復旧・復興の拠点や復旧のための生活物資等の中継基地となる防災拠点、周辺地区からの避難者を収容し、市街地火災等
から
　　避難者の生命を保護する避難地として機能する防災公園として、災害時に高齢者や乳幼児等の災害弱者を収容する屋内避難スペースとなるフットボール場の付帯施設としての屋内トレーニングルームを整備し、
都市の防災機能の向上を図る。
（2）公園施設のバリアフリー化を進め、安全・安心な都市公園づくりを行う。

事業者

－

　　定量的指標の定義及び算定式

事業実施期間（年度）

全体事業費
（百万円）

２５０百万円

一体的に実施することにより期待される効果

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

（H27末）

全体事業費

計画の目標
計画の期間

要素となる事業名 全体事業費
（百万円）事業者

当初現況値

２５０百万円

市町村名

　　計画の成果目標（定量的指標）

事業者

屋内トレーニングルーム整備　A=620㎡、トイレ改修等　31.18ha

番号

0



（参考図面）社会資本総合整備計画（市街地整備）

計画の名称 1 多様化するニーズに対応した安全・安心な石巻市総合運動公園の整備

計画の期間 平成28年度　～　平成28年度　（1年間） 石巻市交付対象

1-A-1 石巻市総合運動公園整備事業
(31.2ha)

旧北上川

Ｒ
４
５

石 巻 湾

※計画避難圏域

石巻市役所



（参考図面）社会資本総合整備計画（市街地整備）

計画の名称 1 多様化するニーズに対応した安全・安心な石巻市総合運動公園の整備

計画の期間 平成28年度　～　平成28年度　（1年間） 石巻市交付対象

屋内ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ

A=620

1

フットボール場

ふれあいグラウン

野球場

やすらぎ広場

駐車場

2

3

4

：トイレ改修 N=４箇所

6・5・2号 石巻市総合運動公園 A=約39.20ha


